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はじめに

　このドキュメントでは、Undineのバージョン0.12の解説をします。バージョン0.12の基本機能は、下位バージョンとほとんど変わりありませんが、Linux環境でのエラーを修正し、OpenPneの改造版であるUsagiにも対応しました。

　以下では、動作確認環境を示し、Usagi対応の変更箇所およびバグへの対応を示した上で、下位バージョンからのバージョンアップについて解説します。

1　動作確認環境

・Windows Vista Xampp1.7 OpenPne側はPostgresSQL8.3でも確認

・FC4 Apache2.2.4 mysql5.0.45 php5.2.1
2　変更箇所

2.1　初期設定での変更
　モジュールの初期設定の際に、標準のOpenPneかUsagiかを選べるようになっています。
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図1　OpenPneサイト情報入力画面

2.2　変更点

　Usagiにおきましては、c_memberとc_commuのテーブルにおけるu_datetimeというカラムが削られています。Data/constant.phpにおいて、SNS_TYPEという定数を設けることで、正規版とうさぎとの違いを認識するようにし、Data/pne_table_access.phpなどで、SQLを変更しています。

3　バグへの対応

　これまでは、一部の環境では、OpenPneのDB内にあるメールアドレスを解読する作業と、XoopsのDB内にあるメールアドレスを暗号化する作業において、エラーが発生していました。OpenPneのc_member_secureに適合するようにメールアドレスを暗号化するには、次のような形でオブジェクトを形成する必要があります。


include_once 'Crypt/Blowfish.php';


$blowfish = new Crypt_Blowfish([暗号化キー]);
上記のCrypt_Blowfishクラスのメンバーになっている関数を用いて、メールアドレスを暗号化したり解読したりしています。

　飯高の感覚では、オブジェクトの作成は、メンバーを使用するなるべく直前で行ったほうがコードが読みやすいので、これまではオブジェクトの生成は関数の内部で行っていました。


include_once 'Crypt/Blowfish.php';

insertX ();


function insertX () {



$blowfish = new Crypt_Blowfish([暗号化キー]);


暗号化処理もしくは解読処理（$blowfish->encrypt()など）


}

Windows Vista Xampp1.70の環境では、上記のようなコードでも正常に機能しますが、FC4 Apache2.2.4 mysql5.0.45 php5.2.1の環境では、encrypt()などの処理が失敗します（PHPのコンパイルオプション等が原因の可能性も高いです）。ですが、次のように関数の外で、かつファイルをインクルードした直後にオブジェクトを生成すると、普通に暗号化処理・解読処理が可能でした。


include_once 'Crypt/Blowfish.php';

$blowfish = new Crypt_Blowfish([暗号化キー]);

insertX ($blowfish);


function insertX ($blowfish) {


暗号化処理もしくは解読処理（$blowfish->encrypt()など）


}

4　アップグレード・修正

　0.11がリリースされてから一週間以内に0.12をリリースいたしましたので、0.11はあまり使用されていないと考えますので、一旦0.11をアンインストール・削除してから、0.12をインストールするのがベストです。その際には、OpenPneにエラーデータが挿入されてしまっている場合には、c_memberとc_commu_memberおよびc_member_secureの該当データも削除します。

ですが、私の環境では、エラーデータをウンディーネのメンバー編集画面から修正することも可能でした。通常のアップグレードをする場合には、constant.phpにおける定数「SNS_TYPE」を正規版のOpenPneならば「original」、ウサギの1.1未満でしたらば「usagi」、1.1以上でしたらば、「usagi11」に設定します。例えば、次のようにconstant.phpに追記します。
define('SNS_TYPE','original');
　

